


































































の犬探しています」の場合であれば，잃어버린 개 찾습니다. ilhoboli-n 
kay chac-sumnita.　「失くした犬探しています」というような言い方を
しなければいけないのである。






えるときは 흰머리 huin moli が使われ  백발 paykpal は使いにくいと
言われるが，次の例にあるとおり必ずしも全体が白くなっていなくても使
えるようなのである。





















　친척과의 사이에 간격이 생겼다. chinchok-kwaui sai-e kankyok-i 
sayngkyoss-ta.親戚との間に距離ができた
나는 요즈음 그 친구와 간격을 두고 있다. na-num yojwuum ku 
chinku-wa kankyok-ul tu-ko iss-ta 私は最近その友達と距離をおい
ている/그와 나 사이에는 왠지 모를 간격이 느껴졌다. ku-wa na sai-
eynun waynji molul kankyok-i nukkyojoss-ta 彼と私の間にはなぜか
距離が感じられた
④　「夫人，乳母」と「夫人 부인 pwuin，乳母 유모 yumo」
　韓国語の「夫人 부인 pwuin」「乳母 유모 yumo」は日本語と異なり
いずれもこのまま呼びかけに使える。「夫人」は日本語の「奥さん」に相
　 　





























































cos-ta；（自転車を漕ぐ）페달을 밟다 peytal-ul  palp-ta ＜ペダルを踏む
＞; （ブランコを漕ぐ）  뛰다 ttwui-ta＜跳ね上がる；板跳びをする＞と出
ている。
　つまり，韓国語では，日本語と異なり，「自転車を漕ぐ」「ブランコを漕



































































　日本語の「拭く」を日韓辞典で引くと，「닦 다 takk-ta 훔 치 다
hwumchi-ta の二つの語が載っている。また，一方で，씻다 ssis-ta とい
う語の語義の中に，「洗う」という基本的語義のほかに「拭く・ぬぐう」
という語義もあがっていることがわかる。つまり，日本語の「拭く」とい
う語には韓国語の 닦다 takk-ta, 훔치다 hyumchi-ta, 씻다 ssis-ta の３
つの語が対応していることになる。
　それでは，これらの語はどのように異なっているのだろうか？






















































注10 ちなにみ，日本語の「（米を）研ぐ」にも 씻다 ssis-ta が使われる。「標準」



































　日本語の「拭く」に対して韓国語の「닦다 takk-ta, 훔치다 hwumchi-







ロップには「눈물을 훔치는 김 연아 nwunmul-ul hwumchi-nun kim 














































③ 最後に，훔치다 hwumchi-ta という語のもつ「盗む」と「拭く・ぬ
ぐう」という意味に関して，辞書によって，同一語の多義として扱うも
のと，同音異義語として扱うものがある。
　一見，意味の関連性を認めにくいように思われる２つの語義に「（所有
物・付着物）を取り去る」という意味の関連性を有するものと考え，対象
が「所有物」であれば「盗む」になり，「付着物」であれば「拭き取る」
になるとすれば，同一語に属する多義と考える十分な根拠になると言える
ことを論じた。
　しかし，これはあくまでも同一語に属する多義と扱っている辞書の記述
をもとに，その根拠について考察したものである。
　一方で，同音異義語と捉える辞書もあり，意味の関連性を認めない立場
の人もいることを認めなければならない。これについては，一般の人たち
がこの両義に対して持っている意識を調査してみる必要がある。
　さらに，今後，類義語に関する研究が一層積極的に行われることを期待
－ 45－
したい。
引用文献及び参考文献
梅田博之 (1971)『現代朝鮮語基礎語彙集』アジアアフリカ言語文化研究所
国広哲弥 (1982)『意味論の方法』大修館書店
　　(1997)『理想の国語辞典』大修館書店
　　(2006)『日本語の多義動詞』大修館書店
柴田武他 (1976)『ことばの意味』　平凡社
　　(1979)『ことばの意味2』平凡社
　　(1982)『ことばの意味３』平凡社
鈴木孝夫 (1973)『ことばと文化』岩波新書
田忠魁他 (1998)『類義語　使い分け辞典』kenkyusha
森田良行 (1977) 『基礎日本語』講談社
　　(1980)『基礎日本語２』講談社
　　(1984)『基礎日本語３』講談社
油谷幸利・門脇誠一・松尾勇・高島淑郎
　　(2003)『朝鮮語辞典』小学館
　　(2004)『プログレッシブ韓日・日韓辞典』小学館
　　(2008)『日韓辞典』小学館
油谷幸利 (2005)『日韓対照言語学入門』白帝社
標準国語大辞典　　　　国立国語研究院
　　http://stdweb2.korean.go.kr/search/List_dic.jsp
訓民正音国語辞典 (2004)　　金星出版社
